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渡邉雅人

0.内容 

戦後、日本は朝鮮特需により多額の外貨を入手した。しかし、その後輸入をしすぎたがために外貨準備高が少なくなってしまった。そのため輸入が一時期減少した。いわゆる国際収支の天井というこの経済史上に起こったことを踏まえて以下のモデルを用いることにした。
１.モデル

モデルは線形として以下のものを用いることにする。

Mt=m0+m1nｔ
ここでのｍ０とは外貨準備高に依存しない独立した変数である。ｍ１は輸入額とし、nｔを外貨準備高とする。

mtは外貨準備高が100万ドル増加したときの輸入量の変化量を示している。

外貨がなければ輸入ができないと考えるのであれば、０＜ｍtであることが予想される。

2.使用データ
Mtのデータは国民経済計算年報から、国内総支出の「財貨・サービスの輸入」を用いた。2000年基準の連鎖方式による実質値である。四半期データで季節調整済み系列を用いている。単位は10億円である。Ntのデータは、金融経済月報から、国際収支の外貨準備高から外貨を用いた。1997年からの月次データである。単位は100万ドルである。外貨準備高のデータがストック系のデータであると見なし、そのデータを四半期データに書き換えた。なお使用データの詳細は８.使用データの詳細に記した。
３.データの予備的考察
Mtつまり輸入額をグラフ化すると、輸入額が増加すれば、その後は減少するという傾向があるいる。ntつまり外貨準備高毎年増加しており、右上がりのグラフになっている。なおグラフは７．グラフに記した。
４.OLSによる推定結果
係数：　ｍ0＝14506.1：ｍ1＝0.12
T値、P値：ｍ0：T値5.14,P値＝ほぼ０  m1：T値＝11.9,P値＝ほぼ0
決定係数：R２＝0.83なお詳細は９.OLSの詳細に記した。
5.結果の検討

上の結果を見ればわかるように、「外貨準備高が100万ドル増えれば、12000万円増加する」こととなり符号条件も満たしている。ｍ0とｍ1のP値もほぼ0である。決定係数も0.83という結果からほぼ線形であるといえる。従って、符号条件を満たしており、なおかつP値もT値もいい数字がでているため、なかなか信頼できるモデルだといえる。
６.改善点
外貨準備高がドルで表されているため、輸入額を対米輸入額でとればさらに正確なデータが得られたかもしれない。
７.グラフ
次のページに輸入量、外貨準備高のグラフ、輸入量と外貨準備高の散布図を記した。
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上のグラフは、輸入額のグラフである。（四半期データ）
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上のグラフは外貨準備高のグラフである。（四半期データ）
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上のグラフは横軸に外貨準備高を縦軸に輸入額をとった散布図である。
８.データの詳細

【系列コード】
(33307241) BOPFERFM  1
1997. 4--2005. 6継続
AG=L

【漢字系列名】
国際収支・外貨準備高　　外貨

【英字系列名】
GOLD AND FOREIGN EXCHAGE RESERVES-FOREIGN EXCHANGE

【出典名】
金融経済統計月報【単位】百万ドル

【系列コード】
(33308727) MP00@  Q  1
1994. 1--2005. 1継続
AG=A

【漢字系列名】
国民経済計算　国内総支出（実質，季調値）　財貨・サービスの輸入（実・季）　

【英字系列名】
IMPORTS OF GOODS & SERVICES(CHAIN-LINKED_ S.A.)

【出典名】
国民経済計算年報　【単位】
１０億円　

上のデータは日経NEEDSを使いCamposで出力した。

９.OLSの詳細
	回帰統計

	重相関 R
	0.917605

	重決定 R2
	0.842

	補正 R2
	0.836148

	標準誤差
	1656.349

	観測数
	29


	分散分析表
	
	
	
	

	　
	自由度
	変動
	分散
	観測された分散比
	有意 F

	回帰
	1
	3.95E+08
	3.9E+08
	143.8858567
	2.5E-12

	残差
	27
	74074282
	2743492
	
	

	合計
	28
	4.69E+08
	　
	　
	　


	　
	係数
	標準誤差
	t 
	P-値

	切片
	14506.18
	2821.62
	5.14108
	2.08496E-05

	X 値 1
	0.122902
	0.010246
	11.9952
	2.50433E-12

	下限 95%
	上限 95%
	下限 95.0%
	上限 95.0%

	8716.697
	20295.67
	8716.697
	20295.67

	0.10188
	0.143925
	0.10188
	0.143925


経済情報処理（輸入関数）

11074408　渡邉雅人



























































































































PAGE  
4

